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2025年９月１日付で、日興アセットマネジメント株式会社から社名変更しました。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「深セン・イノベーション株式ファンド（１年決算型）」は、2025年11月25日に第８期の決算を行ない
ましたので、期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 2017年11月30日から原則無期限です。 

運 用 方 針 
主として、「中国深セン・イノベーション・マザーファンド」受益証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長

をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

深セン・イノベーション株式ファンド 

（ １ 年 決 算 型 ） 

「中国深セン・イノベーション・マザーファンド」受益証券を主要投資対象とし

ます。 

中国深セン・イノベーション・ 

マ ザ ー フ ァ ン ド 

深セン証券取引所に上場されている中国企業の株式のほか、米国の金融商品取

引所などに上場されている中国企業の株式（預託証書を含みます。）を主要投資

対象とします。 

組 入 制 限 

深セン・イノベーション株式ファンド 

（ １ 年 決 算 型 ） 

株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

中国深セン・イノベーション・ 

マ ザ ー フ ァ ン ド 

株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 
 

＜643890＞ 

深セン・イノベーション株式 
ファンド（１年決算型） 

第８期（決算日 2025年11月25日） 
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深セン・イノベーション株式ファンド（１年決算型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

４期(2021年11月25日) 21,187 0 39.6 97.6 57,422 

５期(2022年11月25日) 14,059 0 △33.6 96.6 31,253 

６期(2023年11月27日) 12,240 0 △12.9 97.1 24,537 

７期(2024年11月25日) 12,723 0 3.9 97.4 18,367 

８期(2025年11月25日) 17,435 0 37.0 97.5 19,305 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
       

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2024年11月25日 12,723 － 97.4 

11月末 12,427 △ 2.3 96.9 

12月末 13,225 3.9 97.1 

2025年１月末 12,587 △ 1.1 97.5 

２月末 13,592 6.8 95.5 

３月末 12,605 △ 0.9 96.9 

４月末 11,103 △12.7 97.1 

５月末 11,353 △10.8 97.3 

６月末 12,132 △ 4.6 97.6 

７月末 13,865 9.0 97.4 

８月末 16,994 33.6 97.1 

９月末 18,723 47.2 97.5 

10月末 19,436 52.8 95.4 

(期  末)    

2025年11月25日 17,435 37.0 97.5 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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深セン・イノベーション株式ファンド（１年決算型） 

○運用経過 (2024年11月26日～2025年11月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2024年11月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、深セン証券取引所に上場されている中国企業の株式に加えて、米国の金融商品取

引所などに上場されている中国企業の株式にも実質的に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざし

て運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・中国の新興ＡＩ（人工知能）企業が開発した生成ＡＩモデルに注目が集まり、テクノロジー関連銘柄が再評

価されたこと。 

・2025年４月のトランプ米国大統領による相互関税発表以降、中国人民銀行（中央銀行）が利下げを行なった

ことに加え、米中通商協議に一定の進展がみられ、投資家心理が改善したこと。 

・過当競争是正を目的とした「反内巻」運動の具体的な内容が明らかになりつつある中、企業の利益率改善が

期待されたこと。 

期中の基準価額等の推移 
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深セン・イノベーション株式ファンド（１年決算型） 

＜値下がり要因＞ 

・2025年初に海外における不確実性が高まり人民元安となったほか、機関投資家によるリバランス売りとみ

られる売りが出たこと。 

・2025年４月に米国のトランプ大統領が世界各国に対して市場予想を大きく上回る相互関税を発表したこと

により、景気減速懸念が急速に広まったこと。 

・2025年10月以降、９月までの急速な上昇に対し利益確定売り圧力が強まったほか、米国において年内の利下

げ期待が後退したこと。 

 

 

（中国株式市況） 

中国の株式市場は、期間の初めと比べて上昇しました。 

期間の初めから2025年１月にかけては、2024年９月に始まった急速な株価上昇後の利益確定売りに押され

上値の重い展開が続きました。その後、２月から３月中旬にかけては、習近平国家主席が中国の著名起業家ら

との会合の中で、民間企業を重視し、発展を支援する姿勢を強調したほか、３月の全国人民代表大会（全人代）

では、保護主義の台頭による世界的な貿易の混乱に対抗するため、内需を刺激し輸出を支援する措置が中国政

府から発表されたことに加え、中国の新興ＡＩ企業が開発した新しいＡＩモデルの有効性が注目されたこと

を受け、この技術から恩恵を受ける可能性がある投資対象が物色されたことなどから株価は持ち直しました。

その後４月にかけては、米国のトランプ大統領が世界各国に対して市場予想を大きく上回る相互関税を発表

したことにより、景気後退に対する懸念が急速に高まり大きく下落しました。その後は、中国人民銀行の利下

げなどの金融緩和措置が発表されたほか、米中貿易摩擦が緩和するとの見方が広がったことなどが好感され、

反発基調に転じました。９月にかけては、中国政府が一部の主要産業における過剰生産能力への対応方針を改

めて示したことが材料視されたことに加え、米国の半導体大手による中国向け半導体の生産停止が伝わり、中

国の国産半導体銘柄などが上昇したこと、米中両政府が一時停止中の関税措置の停止期間を延長したことが

好感されたことなどから、大幅に上昇しました。10月から期間の終わりにかけては、足元で株価が急速に上昇

していたことから利益確定売り圧力が強まったほか、米国での利下げ期待が後退したことなどから上値の重

い展開となりましたが、期間を通しては上昇して取引を終えました。 

 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 

 

 

投資環境 
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深セン・イノベーション株式ファンド（１年決算型） 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「中国深セン・イノベーション・マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行な
いました。 

 
（中国深セン・イノベーション・マザーファンド） 

当ファンドの基準価額は、期間の初めと比べて上昇しました。 
2024年11月から2025年３月にかけて、中国の株式市場は、2024年９月以降の大幅な上昇後に上げ幅を縮小し

たものの、２月に中国の新興ＡＩ企業が開発した新しいＡＩモデルが注目されたことを背景に市場が反発す
る中、ＡＩ関連銘柄などを一部買い付けました。 

2025年４月から５月にかけては、４月初旬の米国による相互関税の発表を受け、世界の株式市場も大幅に調
整する中、ＡＩ関連銘柄を含む、堅固なファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）と割安なバリュエーション

（株価評価）の銘柄において安値での買いを試みました。 
2025年６月から９月にかけては、中国の株式市場が大幅に上昇する中、テクノロジー関連銘柄を更に買付

け、強気相場に追随しました。 
2025年10月から期間の終わりにかけては、利益確定の動きが強まったことから、株価が大幅に上昇したテク

ノロジー関連銘柄について利益確定を一部実施し、ポートフォリオをリバランスするためにカーボン・ニュー
トラル関連銘柄などへ一部シフトしました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設
定しておりません。 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな
かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第８期 

2024年11月26日～ 
2025年11月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 8,064   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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深セン・イノベーション株式ファンド（１年決算型） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「中国深セン・イノベーション・マザーファンド」受益証券を原則

として高位に組み入れて運用を行ないます。 

 

（中国深セン・イノベーション・マザーファンド） 

先行きの見通しについては、今後数年間は強気の見方を維持しているものの、市場の調整は年末ごろまで続

く可能性があると考えています。2025年４月から９月にかけて上昇し、10月に利益確定売りが出た中、相場は

過渡期にあるとみられます。今後の強気相場を継続させるためには、相場がある程度調整を終えることが必要

で、さらなる上昇サインが出るまで、ある程度の時間が必要と思われます。しかしながら、長期的な見通しに

ついては、不確実性が取り除かれていると考えています。中国共産党第４回全体会議では、2026年から2030年

までの中国経済・社会発展に関する第15次５カ年計画を審議しており、中国は今後５年間、成長を続け、より

多くの経済目標と技術の進歩を達成すると期待しています。 

また、米中首脳が韓国で会談し、貿易や技術面での対立について解決の姿勢を示したことで、地政学リスク

に対する投資家の懸念も和らぐ可能性があることから、全体的にみれば、強気相場は調整後も続き、上値余地

は大きく、調整局面は買いの好機になると考えています。 

足元ではポートフォリオの銘柄選択により重点を置くことを想定しています。市場の調整局面が今後数ヵ

月続くことが見込まれる中、質の高い成長株をより多く積み増す好機と考えています。今後は、ＡＩ関連成長

株や割安と判断しているカーボン・ニュートラル銘柄を中心に選好していく方針で、株価が調整する場面で

は、これらの銘柄をさらに積み増す予定です。一方、中国のバイオ系企業の革新サイクルが今後数年単位で継

続するとの見方から、革新的医薬品関連銘柄にも注目しています。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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深セン・イノベーション株式ファンド（１年決算型） 

○１万口当たりの費用明細 (2024年11月26日～2025年11月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 239  1.705  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (116)  (0.825)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (116)  (0.825)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.055)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 77   0.551   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 77)  (0.551)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 25   0.180   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 25)  (0.180)   

（d） そ の 他 費 用 12   0.084   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  9)  (0.066)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） (  2)  (0.013)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.001)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 353   2.520    

期中の平均基準価額は、14,003円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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深セン・イノベーション株式ファンド（１年決算型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.80％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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深セン・イノベーション株式ファンド（１年決算型） 

○売買及び取引の状況 (2024年11月26日～2025年11月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
中国深セン・イノベーション・マザーファンド 378,755 766,128 3,566,030 6,014,227 

 
 
 

○株式売買比率 (2024年11月26日～2025年11月25日) 

 

項 目 
当 期 

中国深セン・イノベーション・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 73,914,971千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 17,168,508千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 4.30   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年11月26日～2025年11月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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深セン・イノベーション株式ファンド（１年決算型） 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年11月26日～2025年11月25日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年11月26日～2025年11月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2025年11月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

中国深セン・イノベーション・マザーファンド 12,741,784 9,554,509 19,093,732 
 
（注） 親投資信託の2025年11月25日現在の受益権総口数は、9,554,509千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2025年11月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

中国深セン・イノベーション・マザーファンド 19,093,732 97.0 

コール・ローン等、その他 582,706 3.0 

投資信託財産総額 19,676,438 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） 中国深セン・イノベーション・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（19,163,947千円）の投資信託財産総額

（19,166,918千円）に対する比率は100.0％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=156.87円、1香港ドル=

20.16円、1香港・オフショア人民元=22.0649円。 

 

 

 

親投資信託残高 
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深セン・イノベーション株式ファンド（１年決算型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年11月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 19,676,438,031   

 コール・ローン等 509,461,479   

 中国深セン・イノベーション・マザーファンド(評価額) 19,093,732,698   

 未収入金 73,237,043   

 未収利息 6,811   

(B) 負債 370,901,705   

 未払解約金 210,310,673   

 未払信託報酬 157,792,194   

 その他未払費用 2,798,838   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 19,305,536,326   

 元本 11,072,833,842   

 次期繰越損益金 8,232,702,484   

(D) 受益権総口数 11,072,833,842口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,435円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は14,436,698,666円、期中追加設定元

本額は2,835,301,399円、期中一部解約元本額は6,199,166,223

円です。 

（注） １口当たり純資産額は1.7435円です。 
 

○損益の状況 (2024年11月26日～2025年11月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 1,413,103   

 受取利息 1,413,103   

(B) 有価証券売買損益 4,701,137,770   

 売買益 6,200,265,490   

 売買損 △1,499,127,720   

(C) 信託報酬等 △  302,711,951   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 4,399,838,922   

(E) 前期繰越損益金 △1,892,115,332   

(F) 追加信託差損益金 5,724,978,894   

 (配当等相当額) (  6,042,532,400)  

 (売買損益相当額) (△  317,553,506)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 8,232,702,484   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 8,232,702,484   

 追加信託差損益金 5,724,978,894   

 (配当等相当額) (  6,044,169,374)  

 (売買損益相当額) (△  319,190,480)  

 分配準備積立金 2,885,288,029   

 繰越損益金 △  377,564,439   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注）親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部

を委託するために要した費用のうち、2024年11月26日～2025年

11月25日の期間に当ファンドが負担した費用は86,837,760円

です。  
（注）分配金の計算過程（2024年11月26日～2025年11月25日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年11月26日～ 
2025年11月25日 

a. 配当等収益(経費控除後) 93,354,851円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 6,044,169,374円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 2,791,933,178円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 8,929,457,403円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 8,064円 

g. 分配金 0円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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深セン・イノベーション株式ファンド（１年決算型） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年11月26日から2025年11月25日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、運用報告書（全体版）は電磁的方法により提供する旨を定めている規定につき、投

資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に即した記載に変更するべく、2025年４月１日付けにて

信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（第60条） 

 

●当ファンドについて、2025年９月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。 

①委託会社である当社がその社名を「日興アセットマネジメント株式会社」から「アモーヴァ・アセット

マネジメント株式会社」に変更いたしました。（第１条、第16条） 

②当社の社名変更に伴ない、電子公告を掲載する当社ホームページのＵＲＬを「www.nikkoam.com/」から

「www.amova-am.com」に変更いたしました。（第59条） 

 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 



 中国深セン・イノベーション・マザーファンド  
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